書評 角鹿尚計著『由利公正 : 万機公論に決し、私に論ずるなかれ』 by 安部 玄将
書
評
皇
學
館
論
叢
第
五
十
三
巻
第
一
号
令
和
二
年
四
月
十
日
角
鹿
尚
計
著
『
由
利
公
正
―
万
機
公
論
に
決
し
、
私
に
論
ず
る
な
か
れ
―
』
安
部
玄
将
一
本
書
は
、
戦
後
初
と
な
る
本
格
的
な
由
利
公
正
の
伝
記
で
あ
る
。
公
正
は
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
の
起
草
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
、
近
年
発
見
さ
れ
た
坂
本
龍
馬
の
い
わ
ゆ
る
「
新
国
家
の
書
簡
」
に
そ
の
名
が
見
え
た
こ
と
で
も
話
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
著
者
は
公
正
を
「
存
在
は
知
ら
れ
な
が
ら
も
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
き
て
は
い
な
い
」（
ⅰ
頁
）
と
す
る
。
そ
し
て
、
先
行
研
究
の
問
題
と
し
て
「
文
事
や
信
仰
と
い
っ
た
精
神
生
活
や
思
想
史
」（
ⅷ
頁
）
か
ら
の
研
究
が
欠
如
し
て
い
る
点
を
挙
げ
る
。
本
書
は
そ
の
点
に
刮
目
し
、
公
正
の
「
入
門
書
・
研
究
書
・
啓
蒙
書
」（
ⅱ
頁
）
と
な
る
こ
と
を
念
頭
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
構
成
は
十
章
か
ら
な
り
、
福
井
藩
士
三
岡
八
郎
（
義
由
）
― 55 ―
と
し
て
の
時
期
（
第
一
章
～
第
五
章
）、
由
利
公
正
と
名
を
改
め
た
明
治
維
新
後
の
時
期
（
第
六
章
～
第
十
章
）
と
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
は
幕
末
政
局
に
お
け
る
福
井
藩
の
動
向
を
描
き
な
が
ら
、
公
正
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
後
半
は
維
新
政
府
に
登
用
さ
れ
、
東
京
府
知
事
時
代
を
経
た
財
政
家
・
実
業
家
と
し
て
の
公
正
を
描
く
。
以
下
、
各
章
の
内
容
を
紹
介
す
る
。二
第
一
章
「
家
系
と
家
族
」
で
は
、
藤
原
秀
衡
の
重
臣
で
あ
っ
た
遠
祖
由
利
八
郎
維
平
か
ら
福
井
藩
士
三
岡
家
成
立
ま
で
の
経
緯
と
、
公
正
の
家
族
構
成
お
よ
び
親
族
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
た
公
正
が
「
由
利
」
姓
に
復
し
た
理
由
を
、
遠
祖
由
利
八
郎
維
平
を
意
識
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
「
公
正
」
の
読
み
方
が
「
き
み
ま
さ
」、「
き
ん
ま
さ
」、「
コ
ウ
セ
イ
」
の
ど
れ
か
を
め
ぐ
る
名
乗
り
論
争
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
か
に
統
一
せ
ず
、
す
べ
て
を
採
る
と
い
う
著
者
の
見
解
を
示
し
た
。
第
二
章
「
福
井
藩
士
三
岡
石
五
郎
」
で
は
、
松
平
春
嶽
の
福
井
入
封
後
に
行
わ
れ
た
藩
政
復
興
を
描
く
。
当
時
の
福
井
藩
政
を
支
え
た
の
は
家
老
中
根
雪
江
で
あ
り
、
中
根
を
中
心
に
新
た
な
政
策
と
人
材
登
用
が
行
わ
れ
た
。
著
者
は
中
根
を
藩
内
の
保
守
派
代
表
と
位
置
付
け
る
。
そ
し
て
福
井
藩
と
い
う
枠
組
み
を
重
視
す
る
中
根
の
姿
勢
は
、
大
政
奉
還
後
も
一
貫
し
て
い
た
と
す
る
。
こ
の
点
が
、
藩
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
新
政
府
に
出
仕
し
た
由
利
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
っ
た
と
す
る
。
第
三
章
「
安
政
期
ま
で
の
公
正
と
福
井
藩
政
」
で
は
、
ペ
リ
ー
来
航
を
契
機
と
し
た
福
井
藩
軍
制
改
革
と
公
正
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。
公
正
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
嘉
永
四
年
の
横
井
小
楠
来
福
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
楠
来
福
は
、
福
井
藩
士
三
寺
三
作
が
小
浜
藩
士
梅
田
雲
浜
に
仲
介
を
依
頼
し
、
崎
門
学
派
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
小
楠
が
唱
え
る
実
践
を
重
ん
じ
る
「
実
学
」
が
、
公
正
の
財
政
観
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
。
一
方
、
公
正
は
安
政
四
年
正
月
に
製
造
方
頭
取
と
し
て
登
用
さ
れ
洋
式
小
銃
生
産
の
任
に
あ
た
り
、
同
年
二
月
に
は
藩
校
明
道
館
兵
科
掛
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
公
正
登
用
の
背
景
に
は
橋
本
左
内
の
推
挙
が
あ
っ
た
と
い
う
。
著
者
は
橋
本
左
内
宛
公
正
書
簡
を
紹
介
し
、
両
者
の
関
係
を
「
適
用
の
士
」
と
し
て
協
調
す
る
関
係
で
あ
り
、
左
内
の
生
産
や
海
防
論
・
政
治
思
想
は
公
正
に
引
き
継
が
れ
た
と
す
る
。
第
四
章
「
殖
産
興
業
と
公
正
」
で
は
、
公
正
を
小
楠
の
「
民
富
論
」
の
実
践
者
と
し
て
描
く
。
小
楠
は
天
保
十
二
年
に
「
肥
後
藩
時
務
策
」
を
著
わ
す
が
、
こ
れ
が
発
展
し
万
延
元
年
の
「
国
是
三
論
」
と
な
る
。
小
楠
の
「
富
国
論
」
は
民
の
富
を
重
視
す
る
「
民
富
論
」
で
あ
り
、
公
正
に
は
「
民
富
論
」
の
ほ
か
、
小
楠
の
「
大
学
論
」
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
。
著
者
に
よ
る
と
、
小
楠
の
「
大
学
論
」
は
為
政
者
が
民
や
天
下
へ
の
「
誠
」
を
持
― 56 ―
つ
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
の
藩
札
・
太
政
官
札
発
行
の
際
に
、
公
正
の
根
底
に
こ
の
考
え
が
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
正
の
国
体
論
は
、
小
楠
の
影
響
よ
り
も
、
少
壮
時
の
恩
師
で
あ
る
吉
田
東
篁
の
崎
門
学
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
と
断
言
す
る
。
そ
し
て
、
安
政
五
年
十
一
月
、
福
井
藩
に
制
産
方
が
設
置
さ
れ
藩
の
財
政
政
策
が
倹
約
か
ら
積
極
的
な
「
制
産
」
政
策
へ
転
換
し
て
い
く
。
こ
の
時
期
、
公
正
は
政
治
、
経
済
に
も
関
心
が
広
が
り
、
制
産
方
の
一
員
と
し
て
藩
札
発
行
に
も
関
与
す
る
。
万
延
元
年
四
月
に
は
、
安
政
の
大
獄
で
処
分
を
受
け
た
福
井
藩
主
松
平
春
嶽
の
「
急
度
慎
」
の
一
部
を
解
除
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
小
楠
を
含
め
た
改
革
派
が
藩
政
の
主
流
派
に
帰
り
咲
い
た
。
彼
ら
を
中
心
に
安
政
六
年
（
ま
た
は
万
延
元
年
末
）
に
物
産
会
所
が
設
置
さ
れ
、
公
正
の
実
権
を
も
っ
て
殖
産
興
業
が
行
わ
れ
た
と
述
べ
る
。
第
五
章
「
藩
か
ら
天
下
へ
」
で
は
、
福
井
藩
が
上
洛
計
画
に
揺
れ
た
文
久
期
か
ら
公
正
が
新
政
府
参
画
す
る
慶
応
四
年
ま
で
を
描
く
。
公
正
は
文
久
元
年
三
月
に
御
奉
行
見
習
、
同
二
年
九
月
に
御
奉
行
職
本
役
と
な
り
福
井
藩
内
で
重
要
ポ
ス
ト
に
就
く
。
当
時
、
藩
内
は
挙
藩
上
洛
を
唱
え
る
小
楠
を
中
心
と
す
る
改
革
派
と
慎
重
論
の
中
根
雪
江
ら
保
守
派
が
対
立
し
て
い
た
。
一
時
は
改
革
派
が
主
流
と
な
る
が
、文
久
三
年
七
月
、
藩
論
が
逆
転
し
上
洛
計
画
は
中
止
、
改
革
派
は
藩
政
か
ら
退
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
公
正
も
同
年
八
月
に
蟄
居
処
分
を
う
け
る
。
公
正
が
藩
政
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
間
、
慶
応
三
年
十
月
に
坂
本
龍
馬
が
来
福
し
公
正
と
会
談
す
る
。
著
者
は
龍
馬
の
新
出
史
料
「
越
行
之
記
」
で
会
談
の
様
子
を
復
元
し
、
龍
馬
来
福
の
目
的
が
春
嶽
の
上
洛
と
、
公
正
の
経
済
策
聴
取
お
よ
び
召
朝
に
つ
い
て
龍
馬
自
身
か
ら
の
確
認
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
著
者
は
龍
馬
の
新
出
書
簡
か
ら
春
嶽
を
中
心
と
す
る
福
井
藩
の
参
画
と
、
財
政
担
当
と
し
て
公
正
を
上
洛
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
と
す
る
。
第
六
章
「
新
政
府
の
綱
領
制
定
と
財
政
策
」
で
は
、
五
箇
条
の
御
誓
文
草
案
と
太
政
官
札
発
行
の
経
緯
を
追
う
。
著
者
は
公
正
が
起
草
し
た
「
議
事
之
体
大
意
」
か
ら
、
小
楠
の
「
国
是
七
条
」
や
龍
馬
の
「
新
政
府
綱
領
八
策
」
と
の
思
想
的
関
連
性
と
、「
民
」
を
重
視
す
る
公
正
の
政
治
理
念
を
見
出
す
。
さ
ら
に
、
福
岡
孝
弟
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
草
案
中
の
「
私
に
論
ず
る
な
か
れ
」
の
一
文
は
、「
幕
私
」
や
「
私
政
」
を
批
判
し
て
き
た
春
嶽
を
中
心
と
す
る
福
井
藩
の
藩
論
に
基
づ
い
て
い
る
と
述
べ
る
。
続
い
て
、著
者
は
太
政
官
札
発
行
と
由
利
財
政
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
、
公
正
の
経
済
策
に
は
、
紙
幣
は
兌
換
で
な
く
と
も
為
政
者
へ
の
信
用
が
あ
れ
ば
発
行
可
能
と
す
る
小
楠
の
紙
幣
論
が
影
響
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
国
内
産
物
の
流
通
を
目
的
と
す
る
公
正
と
、
官
軍
費
用
調
達
を
目
指
す
政
府
高
官
と
の
間
に
疎
隔
が
生
じ
、
政
府
内
で
孤
立
し
て
い
っ
た
と
す
る
。
第
七
章
「
東
京
と
福
井
」
で
は
、
明
治
二
年
、
新
政
府
の
職
を
辞
し
（
参
角
鹿
尚
計
著
『
由
利
公
正
―
万
機
公
論
に
決
し
、
私
に
論
ず
る
な
か
れ
―
』（
安
部
）
― 57 ―
与
被
免
は
同
年
五
月
）
帰
福
し
た
公
正
の
福
井
で
の
事
績
を
描
く
。
明
治
二
年
四
月
ご
ろ
、
公
正
が
三
条
実
美
に
提
出
し
た
建
白
書
は
「
尭
舜
之
政
」
に
規
範
を
求
め
て
い
た
。
著
者
は
、
こ
の
建
白
書
に
「
福
井
藩
が
育
ん
で
き
た
藩
政
改
革
の
趣
旨
で
あ
り
、横
井
小
楠
・
公
正
と
受
け
継
が
れ
た「
私
政
」
よ
り
「
公
儀
公
論
」
へ
の
転
換
の
重
要
性
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
。
一
方
、
当
時
の
福
井
藩
で
は
公
正
の
基
本
理
念
が
生
か
さ
れ
諸
務
変
革
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
点
に
、
著
者
は
注
目
す
る
。
こ
こ
に
公
正
が
加
わ
り
、
藩
の
財
政
整
理
や
藩
校
教
育
を
行
う
。
と
く
に
、
藩
校
明
道
館
（
明
治
二
年
、
明
新
館
に
改
称
）
で
は
幕
末
か
ら
洋
学
教
育
が
行
わ
れ
て
お
り
、
公
正
帰
福
後
も
お
雇
い
外
国
人
の
招
聘
な
ど
を
行
っ
た
。
著
者
は
「
橋
本
左
内
の
教
育
理
念
を
小
楠
の
実
学
に
よ
る
「
学
政
一
致
」
の
理
念
が
複
合
さ
れ
、
福
井
藩
学
是
の
伝
統
」
が
形
成
さ
れ
「
藩
校
明
道
館
以
来
の
公
正
の
近
代
理
念
」
が
垣
間
見
え
る
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
本
章
で
は
「
公
正
の
精
神
生
活
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
石
渡
八
幡
宮
（
毛
矢
黒
龍
神
社
の
境
内
社
）
へ
の
信
仰
、
歌
人
と
し
て
の
一
面
、
英
照
皇
太
后
御
座
所
造
営
を
建
議
す
る
尊
皇
の
側
面
な
ど
を
取
り
上
げ
る
。
第
八
章
「
東
京
府
の
改
革
と
発
展
」
で
は
、
東
京
府
知
事
を
務
め
た
明
治
四
年
十
一
月
か
ら
同
五
年
十
二
月
ま
で
の
、
府
庁
の
事
務
効
率
化
や
、
警
察
制
度
の
創
設
、
東
京
不
燃
化
計
画
、
東
京
銀
行
設
立
案
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
章
で
特
記
す
べ
き
は
、
東
京
銀
行
設
立
を
目
指
し
た
動
き
で
あ
ろ
う
。
明
治
四
年
十
二
月
、
東
京
府
に
東
京
銀
行
設
立
の
出
願
書
が
提
出
さ
れ
、
同
五
年
正
月
と
二
月
に
公
正
起
草
の
規
則
書
が
呈
さ
れ
た
。
公
正
も
関
わ
っ
た
銀
行
設
立
運
動
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
は
大
蔵
大
輔
井
上
馨
の
再
三
の
反
対
に
よ
り
実
現
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
公
正
は
こ
れ
以
後
も
銀
行
設
立
運
動
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
。
さ
て
、
著
者
は
公
正
起
草
の
規
則
書
の
重
要
性
を
鑑
み
、
本
書
二
二
〇
～
二
二
三
頁
に
全
文
翻
刻
し
て
い
る
。
し
か
し
『
子
爵
由
利
公
正
伝
』
所
収
の
規
則
書
と
比
べ
る
と
誤
植
が
数
箇
所
あ
り
、
文
意
が
伝
わ
り
兼
ね
る
部
分
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
第
九
章
「
社
会
へ
の
広
遠
な
活
動
と
功
績
」
で
は
、
鉱
山
経
営
か
ら
明
治
二
十
三
年
以
降
の
貴
族
院
議
員
と
し
て
の
活
動
を
描
く
が
、
こ
こ
で
は
明
治
七
年
の
民
撰
議
院
設
立
の
建
白
書
提
出
を
め
ぐ
る
動
向
に
注
目
す
る
。
著
者
の
見
解
に
よ
る
と
、
公
正
は
「
私
政
」
に
繋
が
り
か
ね
な
い
藩
閥
主
導
の
有
司
専
制
政
治
に
批
判
的
で
あ
り
、
元
来
福
井
藩
の
藩
是
で
も
あ
っ
た
公
議
制
度
成
立
の
手
段
と
し
て
の
民
撰
議
院
設
立
の
建
白
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。
第
十
章
「
栄
光
と
終
焉
」
で
は
、
晩
年
の
活
動
を
追
う
。
明
治
二
十
七
年
以
降
、
公
正
は
三
度
、
貴
族
院
全
院
委
員
長
を
務
め
る
。
そ
の
一
方
で
有
隣
生
命
保
険
株
式
会
社
の
設
立
に
尽
力
す
る
な
ど
政
財
界
で
の
活
動
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
明
治
二
十
八
年
に
執
筆
し
た
「
目
下
商
工
業
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ヲ
補
助
ス
ル
ノ
説
」
に
し
き
り
に
「
民
力
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
最
晩
年
の
明
治
三
十
三
年
に
史
談
会
会
長
に
就
任
し
、
事
業
に
対
す
る
国
庫
助
成
の
獲
得
を
目
指
し
て
奔
走
す
る
姿
を
描
く
。
三
以
下
、
本
書
に
つ
い
て
感
想
と
批
評
を
述
べ
る
。
由
利
公
正
研
究
は
少
な
い
な
が
ら
も
、『
由
利
公
正
の
す
べ
て
』（
三
上
一
夫
・
舟
澤
茂
樹
編
、
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
、
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
の
成
果
を
手
堅
く
ま
と
め
、
公
正
研
究
の
到
達
点
を
示
し
た
と
評
価
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
著
者
が
目
指
し
た
由
利
の
「
入
門
書
」
と
い
う
目
的
は
達
成
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
気
に
な
る
点
が
数
か
所
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
、
著
者
が
第
四
章
に
お
い
て
横
井
小
楠
の
「
民
富
論
」
や
「
富
国
論
」
が
公
正
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
強
調
す
る
一
方
、
国
体
論
に
関
し
て
は
両
者
に
温
度
差
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
点
に
関
し
て
で
あ
る
。
で
は
、
公
正
の
国
体
論
と
は
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
著
者
は
「
愛
国
卑
言
」（
明
治
十
四
年
五
月
に
執
筆
。
由
利
正
通
編
『
子
爵
由
利
公
正
伝
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
）
に
収
録
）
に
公
正
の
国
体
論
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な
明
言
は
避
け
て
い
る
。
そ
の
か
わ
り
に
福
井
藩
士
関
義
臣
の
回
想
か
ら
、
小
楠
は
「
天
皇
は
国
家
に
属
す
る
」
と
考
え
て
い
た
の
に
対
し
、
関
は
天
皇
に
「
統
治
権
が
あ
る
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
、「
関
の
国
体
論
は
小
楠
よ
り
も
公
正
に
近
い
と
思
わ
れ
る
」
と
遠
回
し
に
小
楠
と
公
正
の
差
異
を
表
現
す
る
。
そ
し
て
晩
年
の
和
歌
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
公
正
が
「
尊
皇
」
で
一
貫
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
「
愛
国
卑
言
」
は
紙
幣
論
を
中
心
に
公
正
の
経
綸
論
を
展
開
す
る
意
見
書
で
あ
り
、
国
体
論
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
公
正
の
国
体
論
を
説
明
す
る
の
に
同
書
を
挙
げ
る
の
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
。
国
体
論
の
扱
い
が
難
し
く
、
容
易
に
言
及
し
え
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
僅
か
で
も
よ
い
か
ら
、
単
純
な
「
尊
皇
」
に
収
束
さ
れ
な
い
公
正
の
国
体
論
を
提
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
二
つ
目
も
そ
れ
に
関
連
す
る
。
著
者
は「
は
じ
め
に
」で
公
正
の
理
念
・
信
条
は
「
大
き
く
価
値
観
の
変
化
し
た
時
代
に
あ
っ
て
も
、
一
貫
し
て
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
念
・
信
条
と
は
「
尊
皇
」「
経
綸
」「
公
論
」
で
あ
る
」（
ⅲ
頁
）
と
断
言
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た
が
た
め
に
、
公
正
の
言
動
・
行
動
が
丁
寧
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安
易
に
「
尊
皇
」「
経
綸
」「
公
論
」
に
収
斂
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
先
行
研
究
の
課
題
と
し
て
思
想
的
な
視
点
の
欠
如
を
挙
げ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
晩
年
に
い
た
る
ま
で
「
尊
皇
」
な
り
「
経
綸
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
続
け
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
言
葉
の
内
実
に
変
化
が
生
じ
て
い
な
い
角
鹿
尚
計
著
『
由
利
公
正
―
万
機
公
論
に
決
し
、
私
に
論
ず
る
な
か
れ
―
』（
安
部
）
― 59 ―
か
、
緻
密
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
つ
目
は
、
公
正
自
身
の
思
想
に
つ
い
て
検
討
が
充
分
で
な
い
点
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
公
正
の
事
績
を
「
福
井
藩
論
の
集
成
」（
ⅵ
頁
）
で
あ
る
と
か
、
橋
本
左
内
・
横
井
小
楠
の
思
想
の
継
承
者
と
し
て
描
く
。
た
し
か
に
そ
の
指
摘
は
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
公
正
を
思
想
的
系
譜
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
意
識
し
過
ぎ
た
た
め
公
正
の
思
想
的
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
描
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
四
つ
目
は
、
感
想
め
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
公
正
の
後
半
生
の
記
述
が
事
績
の
概
要
を
述
べ
る
に
終
始
し
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。
著
者
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
五
年
の
火
事
に
よ
っ
て
公
正
所
有
の
書
類
は
多
く
が
焼
失
し
た
（
二
二
五
頁
）。
そ
の
た
め
そ
れ
以
前
の
公
正
の
思
想
や
動
向
を
追
え
る
史
料
が
少
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
後
半
生
は
公
正
自
身
の
著
作
も
多
数
存
在
し
、
思
想
的
に
も
円
熟
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
晩
年
の
事
績
を
概
略
的
に
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
公
正
の
内
面
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
論
じ
て
ほ
し
か
っ
た
。
公
正
は
幕
末
維
新
期
の
功
績
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
る
た
め
、
後
半
生
の
記
述
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
本
書
は
今
以
上
に
豊
か
な
内
容
と
な
っ
た
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
以
上
、
本
書
に
対
す
る
率
直
な
拙
評
を
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
。
評
者
の
能
力
不
足
に
よ
り
誤
読
や
的
外
れ
な
指
摘
も
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
本
書
は
福
井
藩
研
究
と
し
て
の
価
値
も
有
す
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
ご
海
容
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
本
書
は
新
出
史
料
を
活
用
し
、
公
正
の
動
向
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
由
利
公
正
研
究
を
手
引
き
す
る
必
読
の
書
と
な
る
に
違
い
な
い
。
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
刊
、
三
五
〇
〇
円
＋
税
）
（
あ
ん
べ
は
る
ま
さ
：
皇
學
館
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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